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平成 9年度センター業績
(1997年 4月1日～1998年 8月31日)

梶 田 叡 - (教授)

【著作等】

･著書 r(生きる力)の人間教育をj金子書房 (1997年12月)

･著書 rフィール ドノー ト 子どもの心を育てる授業』国土社 (1998年 7月)

･責任編集 F自信とプライ ドを育てる/教育 フォーラム20』金子書房 (1997年 5月)

･責任編集 r授業における自己評価活動/教育フォーラム21Jl金子書房 (1997年12月)

･責任編集 r総合的な学習の実践/教育 フォーラム22』金子書房 (1998年 6月)

【学会報告等】

･日本学生相談学会第15回大会 (追手門学院大学)公開講演｡(1997年 5月10日)

･日本歯科医学教育学会第16回総会 ･学術大会 (東京歯科大学)特別講演｡(1997年 7月17日)

･日本教育心理学会第39回総会 (広島大学)自主 シンポジウム (西山啓 S企画)指定討論者｡(1997年 9月24日)

･高等教育国際ワークショップ (北海道大学)講演 (シンポジス ト)0(1997年 9月26日)

･第52回国立病院療養所総合医学会 シンポジウム (高松)講演 (シンポジス ト)｡(1997年11月14日)

･第12回日本助産学会学術集会シンポジウム (東京)講演 (シンポジス ト)0(1998年 3月17日)

･日本教師学学会設立記念 シンポジウム ･基調講演｡(1998年 5月9日)

･日本高等教育学会第 1回大会 ｢課題研究Ⅱ｣報告者｡(1998年 5月30日)

･日本カリキュラム学会第 9回大会 ｢課題研究Ⅲ｣報告者｡(1998年 7月5日)

【主要な講演 ･講義等】

･NHK教育TV ｢教育 トゥディ'98/学校の悲鳴が聞こえる2.心の教育 ってなに｣(22:15-23)出漬O

(1998年 4月18日)

･NHK教育TV ｢教育 トゥディ'98/兵庫の トライやるウィーク｣(22:15-23)出漬O(1998年 7月18日)

･立命館大学大学教育 シンポジウム/基調講演 (関係教員聴講)0(1997年 6月27日)

･京都大学第 2回討論集会イブニングセッション/話題提供 (総長 ･学部長 ･有志教官対象)0(1997年 8月19日)

･京都大学工学部物理系研究会/講演 (関係教官対象)0(1997年12月22日)

･玉川大学工学部教育研修会/講演 (関係教員対象)｡(1988年 3月4日)

･関西工学教育協会機械分科会/講演 (関係教員対象)0(1988年 4月24日)

･信州大学全学教官研修会/講演 (学長 ･関係教官対象)0(1988年 5月14日～15日)

･高知大学新任教官研修会/講演 (関係教官 ･有志教官対象)0(1988年 6月24日)

･lDE近畿支部学生生活研究セ ミナー/話題提供 (関係教員対象)0(1988年 8月27日)

【主要な社会的活動等】

･最高裁判所/家庭裁判所調査官試験委員会臨時委員

･兵庫県教育委員会/生 き方を学ぶ性教育検討委員会 ･委員長 (1997年 4月～1998年 3月)

･兵庫県教育委員会/ ｢心の教育｣緊急会議メンバー (1997年 8月～10月)

･大阪市教育センター/研究顧問

･大阪府箕面市/教育委員長 (1997年 7月まで)

･大阪府箕面市/総合計画審議会会長 (1998年 5月より)

･日本教職員組合/21世紀カリキュラム委員会委員長 (1997年5月から)

･兵庫教育大学参与

･放送大学客員教授

･帝塚山学院大学国際理解研究所客員教授
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･関西大学大学院文学研究科非常勤講師 (1998年 3月まで)

田 中 毎 実 (教授)

【著作】

･京都大学高等教育教授 システム開発センター編 『開かれた大学授業をめざして- 京都大学公開実験授業の一年

間』玉川大学出版部 (1997年 9月)

【論文その他】

･田中毎実 ･今井康雄 ｢研究討議 [教師の存在論]に関する総括的報告｣(教育哲学会 『教育哲学研究』第75号)

(1997年 5月)

･田中毎実 ｢大学における公開実験授業 - ･京都大学における一年間- ｣(F学士会会報jNo.816)(1997年 7月)

･田中毎実 ｢(個喝としての同一性)という佃喝を (ずらす)- 鳶野論文への応答｣(教育思想史学会 『近代教育

フォーラム』第 6号､1997年 9月)

･田中毎実 ｢定時公開実験授業 (ライフサイクルと教育)(2)- (一般教育)と く相互研修)に焦点づけて｣ (『京

都大学高等教育研究』第 3号)(1997年 9月)

･田中毎実 ｢書評/中田基昭著 『現象学から授業の世界-』｣(日本教育学会 r教育学研究』第64巻第 4号) (1997

年12月)

･田中毎実 ｢死の受容 :E.キュプラー-ロス.｣(矢野智司他編 『人間学命題集J新曜社)(1998年 3月)

【報告書その他】

･田中毎実 ｢臨床教育学｣/ ｢フリースク-ル｣(高橋勝地編 F教育キーワー ド137JI時事通信社)(1997年 5月)

･田中毎実 ｢現職教員の大学院教育 - ライフサイクルの観点から｣(京都大学教育学部 ･現職教育研究会 r大学

における教員研修の現状と課題 Ⅰ』)(1997年 9月)

･田中毎実 ｢京都大学工学部学生の学習意欲と教育的課題 - 卒業生調査､ 4回生調査および今回の調査を手がか

りに- ｣(京都大学工学部学習意欲調査委員会/代表者吉田郷弘 r一般教育における工学部学生の学習意欲の

向上万策に関する調査研究 報告書』1998年 3月)

･田中毎実 ･杉本均 ･溝上慎一 『平成 8年度公開実験授業の記録』(京都大学高等教育教授 システム開発セ ンター

編/京都大学高等教育叢書 3 1998年 3月)

【学会報告等】

･ ｢これからの教養教育をどうするか｣/第 4回大学教育改革フォーラム/コメンテーター (京都大学高等教育教

授 システム開発センター)(1997年11月)

･｢大学授業における構造の構造化｣/ ｢連続発表 ;京都大学における公開実験授業の成果と課題(4)｣ (大学教育

学会第20回大会､国際基督教大学)(1998年 6月)

･｢教育学教育における学問共同体の構築と教育学の生成 - 公開実験授業の試みか ら- ｣/ シンポジウム 2

｢教育学教育｣提案者 (日本教育学会第57回大会､香川大学)(1998年 8月)

【大学教授法等に関する講演等】

･メディア教育開発センター(1997-99年)//山口大学 (1997年)/高松工業高等専門学校 (1998年)

【社会における活動等】

･メディア教育開発センター研修事業委員会委員 (1998年 2月～2000年 3月)

教育思想史学会理事

石 村 雅 雄 (助教授)

【著作】

･石村雅雄 ･岡本敬子 ｢参観者はどう変わったか｣(京都大学高等教育教授 システム開発センタ一編 『開かれた大

学授業をめざして- 京都大学公開実験授業の一 年間』玉川大学出版部)(1997年 9月)
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【論文その他】

･石村雅雄 ｢京都大学高等教育教授システム開発センターの活動｣(『私学経営』第266号)(1997年4月)

･石村雅雄 ｢スペース･コラボレーション･システムに依る講義に関する受講学生による授業評価報告｣(『京都大

学高等教育研究』第3号)(1997年10月)

･石村雅雄 ｢書評 :小野田正利 『教育参加と民主制- フランスにおける教育審議機関に関する研究 - 』｣(『日
本教育行政学会年報』第23号)(1997年10月)

･石村雅雄 ｢高等教育制度改革の手がかりを求めて｣(日本教育制度学会 『教育制度学研究』第4号)(1997年11月)

･石村雅雄 ｢学部教育改革の現在- 京都大学の場合- ｣(広島大学大学教育研究センター 『教養的教育からみ

た学部教育改革- 広島大学の学部教育に関する基礎的研究(4)』(高等教育研究叢書48)(1998年 3月)

･石村雅雄 ｢ダランゼコールの功罪｣(『日仏教育学会年報』第4号)(1998年3月)

･近田政博 ･石村雅雄 ｢ベ トナム｣ (馬越徹編 『アジア地域の中等教育の内容と評価法に関する調査研究』名古屋

大学大学院教育学研究科)(1998年 3月)

･雲尾 周 ･金子 勉 ･石村雅雄 ｢国立 『学芸』学部 ･大学名称変更前後における学部改革の展開｣(r新潟大学教

育学部紀要』第39巻第 2号)(1998年3月)

･石村雅雄 ｢研究情報 :フランス｣(『日本教育経営学会紀要』第40号)(1998年6月)

【学会報告等】

･木岡一明 ･岩田康之 ･尾上雅信 ･大谷 奨 ･金子 勉 ･北神正行 ･雲尾 周 ･榊原禎宏 ･竺沙知章 ･西山 薫 ･

浜田博文 ･船寄俊雄 ･堀井啓幸 ･山田朋子 ･石村雅雄 ｢戦後 『教育学部』史研究(3)- 国立 ｢学芸｣学部 ･大学

名称変更前後における学部改革の展開- ｣(日本教育学会第56回大会､日本大学)(1997年8月)

･石村雅雄 ｢教養的教育改革の行方- 京都大学の場合- ｣(広島大学大学教育研究センター月例研究会､広島

大学)(1997年10月)

･石村雅雄 (企画及び報告担当)｢課題別セッション:高等教育セクターに対する資金調達の未来 - 国立大学の

民営化論を出発点として- ｣ (日本教育制度学会第 5回大会､東北大学)(1997年11月)

･溝上慎一 ･石村雅雄 ･梶田叡- ｢京都大学の卒業生は大学教育をどうみているか- 戦後50年､ 4学部の卒業生

の意見調査から- ｣(高等教育学会第 1回大会､広島大学)(1998年5月)

･石村雅雄 ｢公開実験授業の成果と課題 (その2)- 大学授業研究における 『参観者.Jの変化｣ (大学教育学会

第20回大会､国際基督教大学)(1998年 6月)

･木岡一明 ･岩田康之 ･尾上雅信 ･大谷 奨 ･金子 勉 ･北神正行 ･雲尾 周 ･小山恵美 ･榊原禎宏 ･竺沙知章 ･

西山 薫 ･浜田博文 ･船寄俊雄 ･堀井啓幸 ･山田朋子 ･石村雅雄 ｢戦後 『教育学部｣史研究(4)- 私立大学にお

ける中等教員養成の展開- ｣(日本教育学会第57回大会､香川大学)(1998年8月)

【社会的活動等】

･広島大学大学教育研究センター客員研究員

･同志社大学文学部嘱託講師

･光華女子大学文学部非常勤講師

溝 上 慎 一 (助手)

【著作】

･溝上慎一 ｢ビデオをどう使うか｣(京都大学高等教育教授システム開発センター編 『開かれた大学授業をめざし

て～京都大学公開実験授業の一年間』玉川大学出版部)(1997年 9月)

【論文等その他】

･溝上慎一 ｢自己評価の規定要因とSELF-ESTEEM との関係～個性記述的観点を考慮する方法としての外在的視

点 ･内在的視点の関係｣(日本教育心理学会 『教育心理学研究』第45巻第 1号)(1997年 4月)

･堀川 諭 ･溝上慎一 ｢小規模大学における精神保健援助システム導入の試み(2)～生活実態調査の検討｣ (全国大

学保健管理協会 『第35回全国大学保健管理研究集会報告書』)(1997年11月)
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･溝上慎一 ･水間玲子 ｢『自我一自己』からみた青年心理学研究～意義と問題点､今後の課題｣ (『京都大学高等教

育研究』第 3号)(1997年10月)

【学会報告等】

61回大会､関西学院大学)(1997年 9月)

･溝上慎一 『自己評価と人との関係性 Ⅲ～肯定的自己評価と否定的自己評価の意味的付与の分別』 (日本教育心理

学会第39回大会､広島大学)(1997年10月)

･溝上慎一 ･梶田叡一 ･石村雅雄 『京都大学の卒業生は大学教育をどうみているか』(日本高等教育学会第 1回大

会､広島大学)(1998年 5月)

･溝上慎一 『集団討議における ｢補助手段｣としてのビデオ撮影｣(大学教育学会第20回大会､国際基督教大学)

(1998年 6月)

･溝上慎一 ･水間玲子 『社会一個人基準を考慮 した自己評価 タイプにおける規定要因の特徴 Ⅰ～法則定立的方法に

個性記述的観点を導入 したアプローチ』(日本教育心理学会第40回大会､北海道教育大学函館分校)(1998年7月)

･水間玲子 ･溝上慎一 『社会一個人基準を考慮 した自己評価タイプにおける規定要因の特徴Ⅲ～法則定立的方法に

個性記述的観点を導入 したアプローチ』(日本教育心理学会第40回大会､北海道教育大学函館分校)(1998年7月)

【社会的活動等】

･光華女子大学非常勤講師

大 山 泰 宏 (助手)

【論文】

･大山泰宏 ｢潜在性分裂病を疑われた思春期男子との面接過程｣(京都大学教育学部心理教育相談室紀要 F臨床心

理事例研究｣第24号､87-100貢)(1997年 4月)

･大山泰宏 ｢高等教育論からみた学生相談｣(『京都大学高等教育研究｣第 3号､46-63頁)(1997年10月)

【学会報告等】

･YasuhiroOYAMA "TheParadigmorEducation- AnexampleofJapan",ⅠVCongresolnternacionalde

Education,Puebla,Mexico.(April22,1998)

･大山泰宏 ｢京都大学における公開実験授業の成果と課題 (その 1)- 何でも帳などの学生の反応を中心に-｣

(大学教育学会第20回大会､国際基督教大学)(1998年 6月)

【講演､その他】

･京都第二赤十字病院｢ェキスパー ト研修｣講師 (1998年 2月)

･敦賀児童相談所 ｢のびのび合宿｣スーパーヴァイザ- (1998年 3月)

･大津赤十字病院｢臨床指導者研修会｣講師 (1998年 7月)

･奈良市教育委員会 ｢カウンセリング講座｣講師 (1998年 7月､ 8月)

【社会的活動など】

･京都大学教育学部心理教育相談室カウンセラー

･京都大学教育学部学内非常勤講師 (1998年 4月～)

･京都第二赤十字看護専門学校非常勤講師

･大阪工業大学非常勤講師 (1997年 4月～9月)

･成安造形大学集中講義 (1997年 9月)
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RESEARCHCENTERFORHIGHEREDUCATION

Yoshida-Honmachi,Sakyoku,Kyoto606-8501

Tel. (075)753-3087

Fax. (075)753-3045

http://www.adm.kyoto-u.ac.jp/highedu/

Director:EiichiKajita,D.Litt.

1.lNTRODUCT10N

TheResearchCenterforHigherEducationwasestablishedin1994asanInter-FacultyResearchCenterfor

studiesofhighereducationwhichisfacingvariousproblemsinthiseraofuniversltypopularizationand

globalization･Thiscenterismanagedbyfivestarrswhoareengagedinresearches,andisalsoadministeredby

thegovernlngCOmmitteeconsistlngOfeighteenprofessorsfromthisandotherfaculties.Itisthefirstnational

researchinstituteforacademicstaffdevelopment,aswellasfortheimprovementorcurriculaandeducational

evaluationinuniversities.Itsmainaim istomakefurtherdevelopmentorstudiesonteachingmethodsand

systemsforhighereducation.Italsoconcernswithvariousfieldsofhighereducationstudiesincluding

universltymanagementandstudentpersonnelservices.

Therollowlngarethemainfields:

1. Investigationandresearchofcreativethinkinganditsdevelopmentthroughhighereducation

2. Reformofuniversitycurricula,includingexemplificationoreducationalcontentsinvariousfieldsand

levels

3. Developmentofevaluationsystemsforuniversityeducation

4. Practicalcounselings,SeminarsandtrainlngCOurSeSforacademicstaffdevelopment

5. 1mternationalandinterdisciplinaryresearchesonstar√development

6. Researchonadolescentmentalityandstudentservices

lneveryfield,thecenterfocusesonintegrationortheoryandpractice.

2.ACTIVITはS

1.RESEARCHANDSTUDY

a)OpenLaboratoryClass

Since1996,thecenterhasbeenholding"OpenLaboratoryClass''whichisopenforprofessorsofthisand

otheruniversities.TheclassisglVenbystar√ofthecenter.Thebehaviororstudentsandlecturerareobserved

ethnographicallyandvideorecorded,andafterwards,attendingprofessorsdiscusswithlecturer.Throughthese

procedures,theyaresupposedtohaveanoccasionofresearchandmutualtrainlngOfteaching.Thefirstfruit

ofthisexperimentispublishedin1997.

b)Researchongraduates

Questionnaireresearchwasimplementedin19960mKyotoUniversitygraduatesorrecentthreedecades,in

ordertoknowthechanglngneedsanderrectsoruniversltyeducation.Thefindingswhichwerepublishedin
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1997areoftenreferredwhenuniversltyCurriculaandsystemreformsaredesigned.

C)CooperationinResearchon4thYearsStudents

ln1996,thecentercooperatedwiththe"ReviewlngCommitteeforSubjectsCommontoAllFaculties"in

carrylngOutthequestionnaireresearchon4thyearsstudentstofigureouttheirlivesup-to-dateandtheir

activltyOrlearning.

d)QuestionnaireonProfessors

QuestionnairesweresentoutonprofessorsorKyotoUniversityin 1998toknow theirinterestsin

academicstaffdevelopmentandtheirideasoruniversltyreform.

2.LECTUREANDSEMINAR

a)MonthlyOpenSeminar

Seminarsormeetingsareheldmonthlyasageneralrule,inwhichthelatestresultsorhighereducation

studiesaredisplayedbythestaffsorthecenterorguestspeakers.Asthisseminarisopenforeveryone,it

playsanimportantroleorspreading highereducationstudiesovernotonlyuniversitiesbutalso the

communlty.

b)ForumorUniversityReform

Thisforum isheldonceayearmainlytargetedonhighereducationresearchersandadministrators

includingpresidentsanddeans.GuestspeakersaswellasthestaffsorthecenterglVekeynotesspeech,and

varioustoplCSandproblemsaboutuniversltyreformsarediscussed.

3.EDUCAT10N (1998-1999)

1.UNDERGRADUATEEDUCAT10N

ResearchCenterforHigherEducationorrerstwoclassesfor"SubjectsCommontoAllFaculties"ofKyoto

Universlty.Oneisthe"OpenLaboratoryClass"inwhichthelecturetitled`̀LireCycleandEducation"isglVen

byProf.Tanaka.Theotherclass,"DAIGAKUorHigherEducation",ismanagedbyAssociatePror.Ishimura.

1nthisclass,Star√softhecentergivelecturesinomnibusmanner,sothatstudents(mainlyfreshman)havean

occasiontoconsidertheirpurposesinuniverslty,theirstudentlire,theirlearning,andsoon.

2.GRADUATECOURSE

TheDepartmentofHigherEducationResearchandDevelopmentwasestablishedin 1998asaJOint

departmentinGraduateSchoolofEducation.

Thecoursesaredesignedtocovervariousfieldsorhighereducationstudiessuchasteachingandlearnlng

systems,evaluationsystems,students'mentality,systemandpolicyorhighereducation,andstudentarrairs.

AmajorrOCuSeOrthesecoursesconcernstheintegrationoftheoryandpractice.

ThiscourseoffersstudentsthetrainlngtOmasterbasicmethodsandtheoriesorhighereducationstudies

includingreadingarticles,videotaplnganalysts,questionnairemethods,andethnographicalapproaches,so

thattheycanplanandaccomplishtheirownresearchesrollowlngtheirinterests･

Studentswishingtoenterthisdepartmenthavetopassthemastercourseentranceexaminationwhichis

heldbyGraduateSchoolorEducationinFebruary.ThemasterdegreeisawardeduponacqulSltlOnOrrequired

creditsandfavorableacceptanceofthethesis.
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4.1NTERNAT10NALEXCHANGE

GUESTSCHOLARSORVISITINGRESEARCHSCHOLARS

Thecenteriswillingtoreceiveguestscholarsorprofessorsfrom forelgnCOuntries.Itisdesirablethat

theygetsomefinancialaidsorfoundationsbeforehand.Until1998,thecenterhasreceivedtwoguestscholars,

oneisfrom HarvardUniversity(UnitedStates)andtheotherisfrom UniversidaddelasAmericas,Puebla

(Mexico).Thosewhowanttobeguestscholarcancontactusbye-mailorletter.

OVERSEASSTUDENTS

Thecenterisalsoopenforstudentsfromabroadwhowanttostudyatourcenter.Theyarerequestedto

masterJapanese(oratleastEnglish)inadvance.Inordertobecomeagraduatecoursestudent,onemustpass

theentranceexaminationwhichisheldbyGraduateSchoolorEducation.Researchstudentsstatusisalsoan

optionavailabletororelgnStudents.

5.PUBLICAT10N

Thecenterpublishedthefollowlngbooksandjournals.

1. "KyotoUniversltyResearchesinHigherEducation''isannuallypublishedasthejournalofthiscenter.

OnecancontributehispaperonhighereducationstudieswritteninJapaneseorEnglish.

2. Seriesofbooksnamed"KyotoUniversity'SLibraryforHigherEducationResearch"aretopublishthe

resultofresearchesatthiscenter.Threebookshavebeenalreadypublished.Theirtitlesare"The

QuestionnaireResearch on Kyoto University Graduates","The FundamentalResearch on Higher

EducationTeachingSystem",and"TheRecordorOpenLaboratoryClass".

3. "ForResearchandDevelopmentorTeachingSystem"waspublishedin1995asthefirstpublicationorthis

center."TowardtheOpenUniversityClass- OneyearortheOpenLaboratoryClassorKyoto

Universlty''waspublishedin1997asthefirstfruitofOpenLaboratoryClass.

6.STAFF

Professor

KAJITA,Eiichi,D.Litt.(KyotoUniv.),1.Psychology,2.EducationalResearch

TANAKA,Tsunemi,1.Educationalphilosophies

AssociateProfessor

ISHIMURAMasao,1.System,policy,andorganizationinhighereducation

Instructor

MIZOKAMI,Shinichi,1.Selftheory,2.Youthandadolescentpsychology

OYAMA,Yasuhiro,1.Clinicalpsychology,2.Studentcounseling

ClericalEmployee

ISHIWATARI,Masami

OKADA,Naomi
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